
学校評価委員会

令和３年２月

＜ビジョン＞

・可能性へのチャレンジ　　　・夢や希望の実現　　　　・社会に貢献　　　　　　　　　　　　　　　

＜ビジョンの具現化＞
・児童生徒が持てる力を最大限発揮する教育の実践
・主体的・対話的で深い学びの教育の実践
・地域社会に開かれた教育の実践

領域 NO 短期経営目標 具 体 的 方 策 成果指標 中間評価 最終評価

1

　主体的・対話的で深い学びを目指
し、思考を支える言葉の力を育むため
の授業づくりを行う。

【研究部】
・児童生徒が「ことば」を活用しながら発信したり、
伝え合ったりする姿を目指し、国語科・自立活動の授
業づくりに取り組む。
・授業改善を目指し、全体研や各学部研修会、授業づ
くりシートを活用した授業づくりを行う。
・実践交流や学部を越えた取組の共有を図るため、ポ
スターセッションを行う。

・国語科指導目標、自立活
動取組の方向性を校内に提
示。
・全学級で国語科・自立活
動の授業づくりシートを作
成。
・全体研修会２回以上、各
学部研修会３回以上、ポス
ターセッションを２回以上
開催。

・５月全体研で研究の方向性を校内に提示。
・全学級で授業づくりシート作成。これに基づい
て国語科または自立活動の授業づくりを実践。
・コロナ禍において研修会実施方法の見直し、
Google　meetによる配信や動画等を活用した
研修会を実施。ポスターセッションは感染症対
策が難しく、実施しなかった。

・全学級で授業づくりシートを作成し、国語科、自立活
動で「ことば」を使って伝え合う活動を取り入れた実践
を行った。アンケート調査で、９４％の教員から児童生
徒の主体的・対話的で深い学びの姿を引き出すことが
できたという回答が見られた。
・本校の児童生徒の主体的・対話的で深い学びの姿を
「でじまっ子チャート」として整理することができた。
・全体研修会を３回、各学部研修会を５回実施すること
ができた。

2

　１２年間を見通したカリキュラムの
構築を目指し、学部間の学習指導の体
系化・系統化を年次計画で行う。

【教務部】
＜２年次＞でじまマネジメントの改善を図りながら、
系統・系列化された単元・年間指導計画を作成、実施
し、修正を行う。
＜３年次＞でじまマネジメントの改善を活用し、系
統・系列化された単元・年間指導計画を作成、実施
し、修正を行う。

・今年度のものを修正し令
和３年度「図画工作・美
術」の単元・年間指導計画
の作成する。
・各学部の系統性を検討
し、新書式で作成された令
和３年度「音楽」「算数・
数学」の単元・年間指導計
画を作成する。

・振り返りシート（美術）を生かして、来年度の
「図画工作・美術」の単元指導計画を作成中で
ある。
・各学部および学部間で検討しながら、来年度
の「音楽」「算数・数学」の単元指導計画を作成
し、確認段階である。

・振り返りシートを生かし、令和３年度の「図画工作・美
術」の単元指導計画を作成することができた。
・１２年間を見通した「音楽」「算数・数学」の単元指導
計画を作成することができた。

3

　児童生徒の健康の促進と望ましい生
活習慣(歯磨き)の確立を図る。

【保健指導部】
　給食後の歯みがき指導を行う上で、発達段階的別の
目標を設定し、自ら歯みがきを行う力を育てる。
・歯みがきに興味をもち、意欲的に取り組むことがで
きる。
・正しい歯みがきの方法を意識しながら、歯みがきが
できる。
・むし歯や歯肉炎を防ぐための知識を身に付けて実践
できる。

・給食後の歯みがきに意欲
的に取組む姿（自ら歯ブラ
シをを持つ。自ら口を開け
る等）が週３回以上みられ
る。
・正しい歯みがきの方法に
ついての指導や練習を学期
に1回以上行う。
・むし歯や歯肉炎を防ぐた
めの授業（食習慣や歯みが
き指導）を年1回以上行う。

・１学期には、夏休み開始日の変更に合わせ
て、校内で歯と口の健康週間ビデオ放映を実
施し、歯みがきの方法についての指導を行うこ
とができた。
・児童生徒の健康の促進という面で、感染症対
策として、手洗いと消毒についての指導を毎日
継続して行った。登校後の消毒や給食前の手
洗いの習慣が確立し始めている。
・歯みがき指導と感染症対策の両立に向けて
学校歯科医と連携した。

・歯みがきの際には、教師や他児童生徒と対面して行
わないことや、同じ流しで複数人が歯みがきを行わな
いことなどの感染症対策を学校医と連携して進めなが
ら、歯みがきに取り組むことができた。単一障害学級
では、音声付きのイラスト動画を見ながら歯みがきを
行ったことで、一人で歯ブラシを持って手を動かし、イ
ラストが示す歯の位置を正しく磨くことができるようにな
る実践があった。重複障害学級では、目の前に提示さ
れた歯ブラシを見ながら「歯みがきを始めるよ。」という
教師の言葉掛けを聞くと、教師の顔を見て、身体の力
を抜き、口を大きく開けてスムーズに歯磨きに取り組む
ことができるようになる実践があった。

4

　卒業後の豊かな生活を目指し、個別
のニーズに応じた進路指導を行う。

【進路指導部】
・生徒一人一人のニーズに応じた支援ができるよう教
職員研修を充実させる。
・生徒の実態を把握し、進路決定に向けて本人保護者
のニーズに応じた取組を実施する。

・保護者研修会前に教職員
への説明会を実施する。
・１００％の進路保障を目
指す。
・就職率４０％を目指す。

・今年度は３蜜を避ける必要があり、放課後の
日程が混み合って教職員研修の時間がとれな
かった。学年・類型単位での情報共有に努め
た。
・取組スタートは遅れたが、１１月末の段階で全
員の進路保障と４０％就職の見通しが立った。

・教職員全体に情報提供することが十分にできないま
ま進路懇談を行うこともあった。保護者が安心して相
談できるよう、今後も教職員の意識向上に努めること
が必要である。
・目標としていた４０％にあと少しであったが、39.5％の
就職率となった。進路指導部で連携し、全員の卒業後
の生活を決めることができた。

5

　ＩＣＴの活用（視聴覚教育、放送教
育）を推進し、教材や指導法等の専門
的知識を高め、積極的な活用を目指
す。

【情報教育部】
児童生徒の実態に合わせたICT機器の活用を広め、休業
中に研修行い集約した事例を紹介する。また、実践に
つながる研修を休業中に行う。

・実践例の収集を各学年１
事例以上集める。
・研修後のアンケートで指
導活用につながったという
評価を7割以上。

・Gsuiteの研修では学年ごとでの少人数で実際
にパソコン等を操作しながら研修を行ったこと
で、活用につなげて行きたいという意見が8割を
超えた。実際の活用にいたるよう支援体制を整
えていく。

・各学年からICT活用の実際についてのアンケートをと
り、情報教育部便りのなかで紹介し、活用を進めること
ができている。また、学校の情報化にむけてGsuiteの
活用を始めている。

【小学部】
・児童の見取りについて、基本的な考え方の事例研修
会を行う。
・学年内で授業を公開し、授業交流を行う。
・各学級で授業の振り返りを行い、学年会や学部会
で、児童の情報交流を行う。

・学部会で、事例研修会を
２事例以上行う。
・学年内で授業を公開し、
一人１回以上参観する。
・各学級で授業の振り返り
を毎日行う。
・学年会や学部会で、授業
の情報共有を毎回行う。

・学部会のもち方自体を３密を避けつつ効率よ
く行うにはどのような方法が可能かを学年主任
を中心として学部全体で模索中。
・動画を撮るなどして、授業を観察し合う機会は
以前より増えている。
・授業の振り返り、情報共有は学級のみならず
学年でも毎週行っている。

・学部会のもち方は、毎回参加者が半数程度になるよ
う、学年で調整するなど３密を避ける方法が確立しつ
つある。
・来年度に向けて授業研のもち方を検討中。
・授業の振り返り、情報共有は毎週の学年会内に位置
づいている。

【中学部】
・情緒が不安定な生徒の対応について、ケーススタ
ディを行い、有効な指導方法の共有化を図る。
・各教科・領域の実践交流を行い、指導技術の向上を
図る。
・各学級で授業の振り返りを行い、学年会や学部会
で、生徒の情報交流を行う。

・学部会で、ケーススタ
ディを２事例以上行う。
・学部会で各教科・領域の
実践交流を２回以上行う。
・各学級で授業の振り返り
を毎日行う。
・学年会や学部会で、授業
の情報共有を毎回行う。

・学部会を全学年集まって行うことが難しくなっ
ているため、進め方に工夫が必要である。
・ケーススタディについては、生徒の実態を報
告することにより、共通理解のもと指導支援を
行った。
・各学年や各学級での授業の振り返りについて
は定期的に実施しており、授業の向上を目指し
取り組んでいる。

・今年度は学部会の進め方について課題があったた
め、学部内での交流が十分図れなかった。手立てを工
夫して交流するべきであった。密にならないようにMeet
などのソフトを活用した学部会の持ち方にも工夫をす
るべきであった。
・各学年では学年会を通して授業の計画、振り返りをし
ており、授業力の向上を目指して取り組んでいくことが
できている。

【高等部】
・生徒の障害特性の理解、指導力向上を図るため、学
部会で各学期に１回の事例研修を行う。
・学年会・類型会では、適切な指導と必要な支援につ
いての情報交換と具体的な取組の共有を図り、その課
題について協議を行う。
・学部内で２学級の授業公開を行う。一人２回の授業
参観をして、授業改善についての交流を行う。
・授業の振り返りを学級で毎日行い、学年会や学部会
で、毎回、生徒の情報交流を行う。

・学部会で、事例研修会を
各学期に１回行う。
・学年会・類型会で、生徒
についての情報交換を毎回
行う。
・学部内で授業を公開し、
一人２回は参観する。
・各学級で授業の振り返り
を毎日行う。
・学年会や学部会で、授業
の情報共有を毎回行う。

・１学期には、事例研修会はもてなかったが、２
学期に「適切な保護者対応について」という
テーマで研修会を一回もち、事例を踏まえて共
通認識をもつことができた。毎月、学年会や類
型会において、適切な指導方法についての検
討や情報交換を行っている。継続して行うよう
にしていきたい。一人１回の授業参観は、校内
授業研究会を介し実施した。

・行事の精選により、学部会での一人１回の授業参観
は難しかったが、校内授業研究会を通じ、中身の濃い
協議会になった。
・学年主任を中心に密に連携し、適切な指導と必要な
支援について共通理解を図り、学年会や類型会を通じ
て情報を周知する流れが、年間を通じて行うことがで
きた。
・授業については、学年会や類型会を通じて、情報共
有を行い実施し、振り返りを繰り返し行い、授業改善に
努めている。
・研究部で示された研究テーマを基にした授業実践
を、学部研の中で、情報共有する時間を設けた結果、
学年や類型の垣根を超えた情報共有が図れた。今後
継続して取り組んでいきたい。

7

　教育環境整備の充実と備品管理の徹
底を図る。

【事務部】
・備品点検を実施し、備品の管理を徹底する。
・廃棄済みの備品を、大型ごみ等で計画的に処分す
る。
【各学部・領域】
・備品点検等の機会を捉えて、各倉庫の清掃及び整理
を行う。

・備品点検を３回実施す
る。
・大型ごみ等の処理を計画
的に３回行う。
・各倉庫の清掃及び整理を
各学期に１回以上行う。

・夏季休業期間の短縮により、１学期末の備品
点検に十分な時間を設けることができなかっ
た。２・３学期末の点検も予定どおり実施し、特
に３学期末においては、しっかりと時間をかけ
て点検したい。
・大型ごみ等の処理は、市教委からの収集通
知に従って全教職員に対象物品の洗い出しを
周知し、計画的に実施している。

・備品点検について、夏季休業期間及び冬季休業期
間の短縮により、学期末の点検に十分な時間を設ける
ことができない状況の中、各教職員が丁寧に点検に取
り組んだ。３学期末においては年度末の忙しい中での
点検となるが、引き続き丁寧に行っていきたい。
・大型ごみ等の処理は、市教委からの収集計画に従っ
て全教職員に対象物品の洗い出しを周知し、計画的
に実施した。
・各倉庫の清掃及び整理は、備品点検と合わせて実
施した。
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　校舎内外の美化に努め、教育環境を
整える。

【生徒指導部】
・学期末に物品整理を含めた清掃を行う。
・学校周辺清掃に取り組む。

・特別教室の大掃除を年２
回、教室の大掃除を各学期
に１回行う。
・学校周辺清掃を年に２回
行う。

・特別教室の大掃除は、夏休みが短かったた
め、部品点検時に合わせて行った。
・休校が長引いたこともあり、1学期は実施でき
なかった。10月に1回実施した。

・冬休みが短く、特別教室の大掃除を行うことができな
かったため、備品点検時に合わせて清掃を行った。
・新設校舎の工事のため、２学期に、小中学部が自主
的に清掃を行った。
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　いじめの未然防止、早期発見見逃し0
に努め、いじめへの適切な対応を行
う。

【生徒指導部】
・学年会で児童生徒の情報共有を図り、いじめの早期
発見に努める。発見された事案については、「学校い
じめ防止委員会」に報告し、対応を協議し、迅速に解
決を図る。

・学年会で、児童生徒の情
報交換を、毎週行う。

・学年会での情報交換を、月1回の部会でも報
告し、情報の共有に努めた。
・いじめに限らず、問題行動が起こるたびに、児
童生徒問題行動記録用紙に担任が記録し、生
徒指導部が取りまとめた上で部会で報告協議
した。

・いじめと判断できる事例は、今年度はなかったが高
等部で、SNSを通してのトラブルが増加している。言葉
だけでのコミュニケーションが苦手な上に、文字だけか
ら相手の気持ちを想像することが難しいことで、トラブ
ルになっている。知らず知らずのうちに、いじめに繋が
らないよう注視していく必要がある。
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　児童生徒の読書意欲を高め、児童生
徒用図書の充実を図るなど読書活動の
推進を図る。

【総務部】
・中央図書館との連携を図り、児童・生徒の読書意欲
が高まる取組（絵本の読み聞かせ・アニメ映像上映会
等）を継続して行う。

・ともはと号の来校に伴
い、読書意欲が高まる取組
を８回行う。

・9月より、計3回、ともはと号の来校を再開する
ことができ、積極的に本の貸し出しや返却を行
う児童・生徒が多く見られた。

・9月より、計4回、ともはと号の来校を継続することが
でき、積極的に本の貸し出しや返却を行う児童・生徒
が多く見られた。また、図書コーナーに中学部教科書
本コーナーを作ったことで、本を手に取りやすくなっ
た。

【小学部】
・物理的・人的支援環境づくりに努め、教室の構造化
と教材教具についての実践交流を学部会等で行う。
・「ことば」のイメージを広げ、深めるために児童の
実態と適切な支援に視点を置いた授業改善を行う。

・学部会で、教材教具等の
実践交流を３回行う。

・学年会の中で学年内での教材教具等の実践
交流を毎週行っている。学年間での交流は職
員室内で日常的に行われている。

・学年間での交流を職員室内で日常的に行っており、
インクルーシブな学校づくりの基盤であるという意味づ
け・価値づけを今後行っていきたい。

【中学部】
・ＩＣＴの活用等、教材・教具についての実践交流を
学部会等で行う。
・個の実態に応じた、物理的・人的支援環境づくりを
行い、授業改善を図っていく。

・学部会で、教材教具等の
実践交流を３回行う。

学部単位ではないが、学年単位でのICTの活
用、教材・教具についての実践交流を行ってい
る。学部間交流については十分にはできていな
いので、今後工夫が必要である。

学年単位でICTを活用した教材教具の工夫は共有化
を図るなどして、活用力はつけている。個の実態に応
じた物理的・人的支援環境づくりという視点を大切にし
て授業改善を図っていきたい。

【高等部】
・生徒の実態に応じた物理的な構造化や視覚支援ツー
ルを活用した教室環境づくりを行い、生徒が主体的に
活動できる環境を整備する。
・構造化や視覚支援ツールに関する交流を学年会、学
部会で行う。
・環境づくりについてのテーマを決め、学部全体で意
識をして取り組む。

・学部会で、各学期に１
回、構造化や支援ツール等
の実践交流を行う。

・生徒に実態に応じた視覚支援ツールを活用し
た環境づくりについて各類型で話し合い各学級
で工夫を行っている。各学級での交流について
は、今度の課題である。

・環境づくりや視覚支援ツールについての情報交流
は、行事の精選から、学部会の時間と回数の制限か
ら、学部会での規模ではできなかった。各類型での交
流は行ってきている。来年度は、少ない時間の中で
も、計画的に環境整備や情報交流ができるようにして
いきたい。
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　小・中・高等学校の教員への支援に
ついての具体的取組を計画・実施し、
その充実を図る。

【地域支援部】
・地域の幼・小・中・高等学校の教員のニーズを踏ま
えた特別支援教育に関する研修を企画、運営してい
く。

・研修に参加した受講者の
８割から参考になったとい
う評価を得ることができ
る。

・３密を避けるために今年度研修が実施できな
かったため、具体的方策を「地域の幼・小・中・
高等学校のニーズを踏まえた特別支援教育に
関する情報を発信していく。」と修正し、成果指
標を「通信、リーフレットなどのかたちで、年4回
以上情報を発信する。」とした。現在まで、休校
中の過ごし方などのアドバイスを分かりやすく
まとめたリーフレットを含め3回の情報発信を
行ってた。

・地域の幼・小・中・高等学校に向けて「サポート通信」
（6月、12月、2月）を年3回発行したことで、休校中に発
行したリーフレットを含め年4回の情報発信を行うこと
ができた。地域の学校で欲している課題を含めた多様
な情報を分かりやすく提供したことで、各校から非常に
参考になるとの評価を得ることができた。
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　増築校舎供用開始時における高等部
の新教育課程を作成する。

【教務部】
・将来を見据え、地域に開かれた高等部の新しい教育
課程の編成に向け、各教科・領域等の、系統立てた指
導目標や大まかな指導内容を作成する。

・今年度内に本校舎及び増
築校舎における高等部の新
教育課程を完成する。

・高等部教員にアンケートを取り、新教育課程
への意見を聞きながら、新教育課程を検討中
である。

・新しい高等部の教育課程について、生徒像の検討や
時数および時間割の検討を行い、Ｄプロジェクト（委員
会）や教務部会に提案することができた。
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　「地域に開かれた学校づくり」を目
指し、学習の充実を図る。

【学部】
・校外での作品展等に積極的に応募する(小学部)。
・学校周辺の地域資源を活用した交流的な活動を取り
入れた学習を行う(中学部)。
・校外販売、地域清掃、校外学習、地域交流会、人材
活用等生徒の実態に応じて地域や環境の良さを生かし
た学習活動や行事を設定する（高等部）。

・作品展等に２回出品す
る。(小学部)
・地域資源を活用した校外
学習を２回以上行う。(中学
部)
・地域や環境の良さを生か
した学習活動を生徒の実態
に応じて各学年・類型で取
り組む。（高等部）

・文化の祭典に作品出品。僕らのアトリエに全
学年作品を出品予定。（小学部）
・「地域を知ろう」というテーマで、各学年校外学
習を行い、学習したことを新聞、地図などにまと
めることができた。（中学部）
・校内販売や地域清掃など、コロナ禍でできる
ことを工夫して取り組んでいる。また、社会人講
師を招き、より詳しく実践を伴った授業を計画
的に実施することができている。継続して行っ
ていきたい。（高等部）

・文化の祭典に作品出品。僕らのアトリエに全学年作
品を出品（市教委がネット上で公開）。（小学部）
・「地域を知ろう」というテーマで各学年校外学習を2回
以上は行い、学習したことを新聞、地図などにまとめる
ことができた。交流的な活動がコロナ対策のためでき
なかったので、次年度の検討課題にする。（中学部）
・コロナ禍で後期後半は、中止や延期があったもの
の、外部講師を招いての作業学習や進路学習を、一
年を通じてほぼ計画的にできた。校外学習について
は、手段や行動範囲が狭まった中で、工夫して取り組
む学級が多かった。来年度も同様な状況が考えられる
ので、状況を見て工夫して取り組みたい。（高等部）
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　業務改善を行い、超過勤務の縮減を
図る。

　週１回水曜日の定時退校の徹底を図る。 　定時退校日の１９時以降
に残る教職員の数を１割以
下にする。

・定時退校日を意識するために5時半に音楽を
かけることにした。定時退校日の１９時以降に
残る教職員の数は10月以降、10％台を維持で
きている。11月第2週は初めて10パーセントを
切るなど取組の成果があらわれている。今後も
引き続き取組を進める。

・定時退校日の5時半の音楽をかけることが教職員の
意識づけにつながっている。定時退校日の19時以降
に残った教職員数の割合は１０パーセント台を維持し
ている。しかし、個別の指導計画等を書く時期には、20
パーセント台になることもあり、日常の職務の内容を吟
味し、会議の精選など計画的に取組を進めていきた
い。

中期経営目標

学
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  関係法令・学
習指導要領等に
準拠し、一人一
人の児童生徒の
確かな成長・発
達を期して計画
的な指導を展開
し、心身ともに
健やかでたくま
しい児童生徒を
育てる。

＜学部目標＞

新

た

な

学

校

づ

く

り

の

推

進

　「地域に開か
れた学校」「特
別支援教育のセ
ンター的機能を
発揮する学校」
その学校づくり
を構想し、具体
化を図る。

専

　

門

　

性

　

の

　

向

　

上

　教職員一人一
人が専門性を発
揮し、児童生徒
の障害実態や発
達課題、疾病等
への配慮事項に
即した指導方法
を習得し、授業
の質的改善を図
る。
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　カリキュラムマネジメントの視点で
各学部で課題を設定し、学部会や学部
研修会等を活用して、発達課題・障害
特性等の理解や指導方法についての研
修を深め、授業改善を目指す。
　児童生徒の実態を共有し、適切な指
導と必要な支援について協議し、共通
理解を図り、実践的指導力を高める。

教

　

育

　

環

　

境

　

の

　

整

　

備

　安全でかつ清
潔で児童生徒が
主体的に活動で
きる整
った教育環境づ
くりを行う。
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　児童生徒が見通しをもち、自ら進ん
で主体的に活動できるような環境づく
りを行う。

令和２年度広島市立広島特別支援学校  学校経営計画

＜ミッション＞
　チャレンジ・実現・貢献

＜学校教育目標＞
　自立と社会参加を目指し、生きる力を育成する。

小学部 中学部 高等部

テーマ 経験 挑戦 自立

学びに向かう力 ○　人やものに対する興味関心を育てる。
○　人やものとかかわりながら、意欲的にやり遂げようとする態
度を育てる。

○　人やものとかかわりながら、働く喜びを感じ、主体的に取り
組む態度を育てる。

人間性 ○　人やものとかかわる力を育てる。 ○　集団の中で、友達と協力する力を育てる。 ○　社会の中で、協調する力を育てる。

○　社会生活に必要な知識や技能の習得と活用を図る。

○　自分で考え、相手や場に応じて行動する力を育てる。

知識及び技能 ○　基本的生活習慣に必要な知識や技能の習得を図る。 ○　集団生活に必要な知識や技能の習得を図る。

思考力、判断
力、表現力等

○　身近な人に自分の思いを伝える力を育てる。 ○　自分で考え、選択する力を育てる。


